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問 

令
和
３
年
度
の
行
財
政

改
革
効
果
実
績
と
主
な
項

目
は
。

答 

目
標
額
３
億
円
に
対

し
、
３
億
９
，
０
０
０
万

円
の
実
績
を
計
上
。「
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
に
よ
る
グ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
民
間
運
営
移
行
」
や
「
ふ

る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
寄
付
金

活
用
の
取
組
強
化
」
な
ど

が
あ
る
。

問 

学
力
テ
ス
ト
の
課
題
解

決
に
向
け
た
授
業
改
善
は
。

答 

授
業
で
教
師
が
説
明
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
児
童

生
徒
自
身
が
、
思
考
力
・

判
断
力
を
働
か
せ
、
自
ら

考
え
る
時
間
確
保
と
理
由

や
根
拠
を
言
葉
で
表
現
、

話
し
合
う
場
面
設
定
を
行

う
。

問 

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り

の
効
果
は
。

答 

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
「
ナ
ビ
マ
」

を
家
庭
で
も
使
い
、
学
習

内
容
の
復
習
、
苦
手
部
分

の
遡
り
学
習
に
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
関
心
・
意
欲

を
高
め
る
家
庭
学
習
を
推

進
す
る
。

問 

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
は
県
内
６
市
が

導
入
し
、
検
討
中
は
３
市

で
あ
る
。
本
市
も
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

担
当
部
署
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
岡
山
連
携
中

枢
都
市
圏
の
取
組
と
し
て

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問 

長
期
欠
席
・
不
登
校
の

対
策
で
「
新
た
な
専
用
教

室
」
と
は
。
ま
た
、「
不
登

校
特
例
校
」
を
津
山
市
に

設
置
の
方
向
で
検
討
し
て

は
。

答 

長
期
欠
席
・
不
登
校
の

問
題
は
喫
緊
の
課
題
。
専

用
教
室
は
専
任
教
員
等
が

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

応
じ
た
学
習
・
生
活
支
援

を
行
い
学
校
復
帰
や
不
登

校
の
未
然
防
止
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

不
登
校
特
例
校
は
既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
自
治
体
の

情
報
等
も
集
め
検
討
し
た

い
。

問 

「
公
共
施
設
の
整
備
」

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の

か
。

答 

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
立
地

条
件
、
市
の
財
政
負
担
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
し
整

備
を
進
め
た
い
。
老
朽
化

し
た
か
ら
建
て
替
え
る
の

で
は
な
く
、
施
設
機
能
や

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
向
上
さ
せ
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ

る
中
、
今
あ
る
も
の
を
有

効
に
活
用
す
る
、
あ
る
い

は
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
公
民
連
携

を
さ
ら
に
進
め
る
。
減
ら

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
新
た
な
付
加
価
値
の

創
出
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
て
い
く
活
性
型
行

革
の
考
え
方
の
も
と
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
や
整
備

方
針
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
豪
雨
対
策

公明党津山市議団
広谷桂子

パートナーシップ
宣誓制度の導入を

津山自由民主倶楽部
吉田耕造

約５６０ある公共施設の
整備はどうするのか

未来
髙橋寿治

家庭学習にタブレット
利用始まる

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！
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男
女
共
同
参
画
社
会

長
期
欠
席
・
不
登
校
対
策

行
財
政
改
革

教
育

公
共
施
設
の
あ
り
方

問 

過
疎
地
域
に
お
い
て
店

舗
を
出
す
と
き
の
補
助
制

度
や
そ
こ
に
住
む
人
の
た

め
、
過
疎
地
生
活
手
当
制

度
の
取
組
は
。

答 

過
疎
地
域
を
限
定
し
た

独
自
の
取
組
に
は
、
過
疎

地
域
を
細
か
く
区
域
分
け

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

区
分
基
準
の
設
定
だ
け
で

は
な
く
、
過
疎
地
域
と
過

疎
地
域
以
外
に
住
む
住
民

と
の
公
平
性
の
確
保
に
も

課
題
が
あ
る
。

問 

中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
対
策
へ
の
補
助
は
出
し
、

過
疎
地
域
に
は
出
さ
な
い
。

何
が
違
う
の
か
。

答 

中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
対
策
補
助
は
、
市
の
基

幹
産
業
の
一つ
で
あ
る
商
業

の
活
性
化
を
図
り
、
都
市

機
能
集
積
や
集
客
力
を
高

め
る
目
的
と
区
域
等
の
要

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
答
弁
は
、
生
活
区

域
を
法
で
定
め
る
過
疎
地

域
だ
け
に
限
定
し
た
条
件

で
一
律
に
個
々
の
世
帯
へ
の

助
成
制
度
は
課
題
が
あ
る

と
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。

問 

国
際
ホ
テ
ル
跡
地
整
備
は
。

答 

隣
接
す
る
森
本
慶
三
記

念
館
と
一
体
的
に
整
備
す

る
。
跡
地
は
、
多
目
的
広

場
と
し
て
整
備
し
、
北
の

庭
園
は
、
旧
関
家
の
歴
史

背
景
に
配
慮
す
る
。

問 

津
山
観
光
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
は
、
来
年
の
さ
く

ら
ま
つ
り
ま
で
に
「
お
か

や
ま
☆
お
も
て
な
し
ト
イ

レ
」
に
認
定
さ
れ
な
い
か
。

答 

大
規
模
改
修
を
行
う
予

定
で
合
わ
せ
て
登
録
し
た
い
。

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

課
題
は
。

答 

希
望
す
る
す
べ
て
の
児

童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
定

員
の
拡
充
、
安
定
的
な
職

員
の
確
保
、
会
計
事
務
等
の

業
務
が
ク
ラ
ブ
運
営
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

あ
る
。

問 

津
山
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
た
め
「
ホ
ル
モ
ン
う

ど
ん
市
」
宣
言
を
し
て
は
。

答 

ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
を
は

じ
め
、
地
域
の
宝
を
本
市

の
魅
力
と
し
て
、
発
信
し

て
い
き
た
い
。

問 

ｅ
つ
や
ま
商
品
券
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
持
た

な
い
方
が
購
入
で
き
な
い

こ
と
は
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
る
と
の
答
弁
だ
が
、

こ
の
点
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
市
民
を
平
等
に
扱

う
こ
と
へ
の
行
政
の
あ
り

方
を
考
え
る
事
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

答 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

お
持
ち
で
な
い
方
が
購
入

で
き
な
い
と
い
う
ご
意
見

が
本
市
及
び
発
行
者
の
津

山
市
都
市
整
備
公
社
に
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。Ｄ
Ｘ
社

会
の
推
進
に
伴
い
、
デ
ジ

タ
ル
対
応
の
施
策
は
不
可

欠
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
ア
ナ
ロ

グ
と
の
併
用
も
検
討
し
な

が
ら
、
利
便
性
の
高
い
事

業
手
法
等
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
瀬
戸
芸
に
対
し
て
山
芸

が
行
わ
れ
る
が
津
山
市
の

取
組
は

◆
長
期
優
良
住
宅

未来
村上祐二

国際ホテル跡地整備、
森本慶三記念館と一体的に

西野修平

市民を平等に扱うこと
への行政のあり方は

市民が第一
河本英敏

過疎地域の生活を
どう守る

城
下
地
区
の
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

観
光

過
疎
地
生
活
手
当
制
度

津
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

電
子
商
品
券「
ｅ
つ
や
ま
」

電子商品券「ｅつやま」
令和3年3月に改訂された

公共施設白書


